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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 28日 (2005.11.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

横 型 円 筒 形 内 胴 と 、
　 フ ァ ン と 、
　

こ と を 特 徴 と す る 乾
燥 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　
　
　
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　
　

【 請 求 項 ５ 】
　
　
　

【 手 続 補 正 ２ 】

左 右 両 端 が 開 口 す る と と も に 周 面 を 多 孔 板 で 形 成 し 、 内 部 に 被 乾 燥 物 が 投 入 さ れ て 、 フ
レ ー ム 内 で 回 転 す る の

加 熱 空 気 を 前 記 内 胴 を 通 っ て 外 部 へ 送 風 す る
前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ て 、 前 記 フ ァ ン に よ り 前 記 内 胴 に 導 入 さ れ る 前 記 加 熱 空 気 を 前

記 内 胴 の 左 右 開 口 か ら 前 記 内 胴 内 へ 吹 き 込 む 一 対 の 吹 込 口 と を 備 え る

請 求 項 １ に 記 載 の 乾 燥 機 に お い て 、
前 記 内 胴 の 一 方 端 の 投 入 側 開 口 に 対 応 す る 被 乾 燥 物 の 投 入 口 と 、
前 記 内 胴 の 他 端 の 取 出 側 開 口 に 対 応 す る 被 乾 燥 物 の 取 出 口 と を さ ら に 備 え 、
前 記 一 対 の 吹 込 口 は 、 前 記 投 入 口 お よ び 前 記 取 出 口 の 外 部 上 方 に 設 け ら れ て い る こ と を

特 徴 と す る 乾 燥 機 。

請 求 項 ２ に 記 載 の 乾 燥 機 に お い て 、
　 前 記 一 対 の 吹 込 口 は 、 互 い に 略 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 乾 燥 機
。

請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 乾 燥 機 に お い て 、
前 記 各 吹 込 口 か ら 前 記 内 胴 内 へ 吹 き 込 ま れ る 前 記 加 熱 空 気 の 風 量 が 略 等 し く な る よ う に

前 記 加 熱 空 気 を 分 配 す る 分 配 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 乾 燥 機 。

請 求 項 ２ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 乾 燥 機 に お い て 、
前 記 投 入 口 は 略 方 形 形 状 で あ り 、
前 記 吹 出 口 は 、 前 記 投 入 口 の 上 辺 と 平 行 な 下 辺 と 、 前 記 内 胴 の 円 周 と 略 同 心 円 上 の 円 弧

で あ る 上 辺 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 乾 燥 機 。



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　

横 型 円 筒 形 内 胴 と 、
フ ァ ン と 、

こ と を 特 徴
と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
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請 求 項 １ の 発 明 に よ る 乾 燥 機 は 、 左 右 両 端 が 開 口 す る と と も に 周 面 を 多 孔 板 で 形 成 し 、
内 部 に 被 乾 燥 物 が 投 入 さ れ て 、 フ レ ー ム 内 で 回 転 す る の 加 熱 空 気 を 内
胴 を 通 っ て 外 部 へ 送 風 す る フ レ ー ム に 固 定 さ れ て 、 フ ァ ン に よ り 内 胴 に 導 入 さ
れ る 加 熱 空 気 を 内 胴 の 左 右 開 口 か ら 内 胴 内 へ 吹 き 込 む 一 対 の 吹 込 口 と を 備 え る

請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 乾 燥 機 に お い て 、 内 胴 の 一 方 端 の 投 入 側 開 口 に 対
応 す る 被 乾 燥 物 の 投 入 口 と 、 内 胴 の 他 端 の 取 出 側 開 口 に 対 応 す る 被 乾 燥 物 の 取 出 口 と を さ
ら に 備 え 、 一 対 の 吹 込 口 は 、 投 入 口 お よ び 取 出 口 の 外 部 上 方 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 。

請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 乾 燥 機 に お い て 、 一 対 の 吹 込 口 は 、 互 い に 略 対 向
す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 乾 燥 機 に お い て 、 各 吹 込 口 か
ら 内 胴 内 へ 吹 き 込 ま れ る 加 熱 空 気 の 風 量 が 略 等 し く な る よ う に 加 熱 空 気 を 分 配 す る 分 配 手
段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 乾 燥 機 に お い て 、 投 入 口 は 略
方 形 形 状 で あ り 、 吹 出 口 は 、 投 入 口 の 上 辺 と 平 行 な 下 辺 と 、 内 胴 の 円 周 と 略 同 心 円 上 の 円
弧 で あ る 上 辺 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
（ １ ） 本 発 明 に よ れ 給 さ れ る 熱 風 の 損 失 が 少 な い 。
（ ２ ） そ し て 、 被 乾 燥 物 の 両 側 に 内 胴 の 両 端 開 口 か ら 吹 き 込 む 熱 風 が 夫 々 当 る の で 乾 燥 が
効 率 よ く 行 わ れ 、 且 つ 乾 燥 時 間 が 短 く な る 。 そ し て 更 に 省 エ ネ ル ギ ー と な る 。
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ば 供
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